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池 k 惇戦後日本の貨物輸送に関する統計的分析・・張 風波
いわゆる「植民地物産」について (3) ・・…・・渡辺 尚 却


































4) 宮本憲一，前掲書， 188-193ベ ジ，柴田徳衛「現代都市論」第二版. 1976年. 133-14-4へー
ジ，など。



























































7) r都市化は， ある地域が先<06つの特徴をもち その特徴をつょくすることである。 なかで
も，人口の集中 集積が都巾化をあらわすも山σあるJC宮本量一，前掲書， 38~、ージ〉。
8) r資本主義白地域的集中と外延的膨張の傾向」は「たがいに対立しているようで，実は二っと
















































































15) 天)1康，戦時経済移行*の大医工業，大阪歴史学会編，前掲害， 462-463へ ジo
16) i第一次大戦後から192C年代を通じて，巨大な企業・工場が成立する一方，きわめて多数の中
小零細企業て唱が発牛し，それが士宮な比重を占めているところに大阪経済の特種があったjノ




256 28 41 216 
1914年 119 143 128 56 36 79 196 




1914年 60I 51 I 48 I 20 I 20 I 1，180 
指数ひ岬4 町 303152915泊 3901 640 1 17~i 
資料〉 大阪市役所産業部「大阪市商工時報」第on号.1926年5月， 7ベー ジ。
第3衰工場規模別分布表(19叫年末〉









巾|浪速 244 1 
天主寺 55 I 25 
止C 'it 1 121 1 108 





































賃料j 小出康也大止用士山又の公害問題と工業弛域の形成， 大阪歴史学会編，前掲書， 388ベー
ジ。原資料は「大阪市商工時報Jl第60号， 36-43ベー ジ。
ヘ〔芝村駕f乱近代大坂田形成と関ーの都市政策， i都市政策」第35号， 1984年4月， 62ペー ジ〉。














1912年 843(184) 1919年 1，575( 595) 
'13 1，054(195) '20 2，087( 861) 
'14 1，271(229) '21 2，587( 966) 
'15 1，200(210) '22 2，819(1，042) 
'16 1，435(259) '23 3，185(1，098) 


















18) 関一，都市計画論， r都市政策の理論と実際J(遺稿隼)19明年， 124ベ←シ。





















19) 1921年に始まった第 次大阪都市計画事業は， 1目市内の街路の拡張新設或は街路を侵して居
る軒切り，舗装J(関 ，大大阪の建設， 1士大阪」第4巷第6号， 19四年6月， 4ベー ジ〉つ
まり，旧市域の道路整備計画であった。






シー 却における都市の形成について， r金沢大学法文学部論集」経済学篇22，1975年. 43-44ベ
シー〕。
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ミト¥|総戸数(，)附戸数(b)1 b/a I 
]912 306.73] 44.258 14.4% 
'13 301.261 32.388 10.8 免税点400円
'14 303，648 32，819 10.8 
'15 309，OS7 33，434 10.8 
'16 317，839 35，695 11.2 
'17 328，415 39，145 11.9 
'18 32]，189 38，310 11.9 免税点5口口円
'19 316，127 44，788 14.2 
'20 276，347 37，806 13.7 免税点即日円
'21 280，2口O 47，口69 16.8 
'22 284，100 55，317 19.5 
'23 288，口00 60，811 21.1 
'24 292，000 65，204 22.3 
'25 483，990 89，591 18.5 第二次市域拡張
'26 5日3，700 55，066 10.9 免説点1500円
しかない ζ とがわかる。 資料) I明治大正大阪市史」第5巻所収の第G表より作成。
また， '25年の市域拡張によって，納税戸数の割合が3.8%減少したことは，新市
域住民の所得水準の低さを裏づけるものといえよう。
26) 汐見三郎，大阪市民の富の構成と分布， I明治大正大阪市史」第5巷， 681ベー ジ。
27) I労力」位， I被傭者たると否とを問わず， 5ij'働に依る所得Jと定義されていた〔同上I 678 
d¥←会/。















1923 524 52 
'24 527 51 
'25 738 79 
'26 1，123 110 
'27 1，753 193 













28) 大阪市社会部調査課「λ阪市住宅午報J1930年版， 2-3ベ ジ。










総資木〈千円)I 20，840 I 1，500 I 150，548 I 2，600 I 22，200 I 7，928 
払込金〈千門〉 13，040 725 81，235 1，950 7，36<3 3，145 
土地買入(坪〉 121，444 39，146 4，000，706 43，801 1，090，100 353，508 
敷地造成(坪〉 25，678 8，596 533，385 48，149 106，412 
敷地売却〈坪〉 31，030 4，782 216，863 1，877 16，952 
建物売却〔坪〉 4，804 42 100 257 1，415 366 
























第二次世界大戦前における大阪の都市形成過程 (95) 95 
第10表西大阪未開発地域の主な土地所有者 (5万坪以上〉
陣地問|田知州雑地〈坪)1合計|
外村与左衛門| 5，851 90，767 771，553 868，171 安治川土地(株〉取締役
和 回 ア イ 64，307 515，049 30，499 609，855 
佐友吉左衛門 39，825 132，478 243，996 416，299 住行友，本住社友倉(株庫〉社〔株長3i取住締友役銀
芝川又右街門 12，213 269，246 lS0 281，609 次男が千島士地〈株〕取締役
藤 回 組 71 106，126 104，192 210，325 
清海復三郎 9，101 180，364 745 190，210 大阪北港〔株〕取締役
大阪港土地株式会社 166，557 -1 166，557 
泉尾土地株式会社 679 126，426 37，133 164，238 
岩田五郎左衛門 3，607 156，114 -1 159，721 岩田土地合名会社代表社員
辰馬吉左衛門 10，550 37，155 84，690 132;395 
川杉安〔株|土村治〕川地取倉土庫締〈株地役〈株〕相(株〉談，〕役取朝締鮮役電，夙気
杉村正太郎 5，515 111，088 116，603 
政岡土地合資金社 17，300 97，907 115，207 
間 中 市 蔵 2，860 962 111，m4 114，856 安栄土治川地土〈株地〕監(株査)役副社長， 共
末野与兵衛 160 71，619 71，779 
和久新三郎 4，219 63，758 67，977 




















|人口| 田 l畑|宅地| 1人口 i国 1 畑|宅地
豊里村! 2， 378 
142町3 14町8 67， 719 219町3 22開I9 23町7 
247 142.8 13.5 034 219.2 22.9 24.3 
大道村 1.675 131.4 61.0 i 古市村 35， 465 233.6 9.5 13.3 1'738 130，8 60，8 306 231.6 9，1 16.7 
中島村 50，4 70，3 83 i清水ヰ寸 2，2857 4 141.4 1.8 8.7 50.8 71.5 8，4 146，6 1.7 10，1 
新庄村 2，793 111.9 6.5 9.6 9喜連村 2I，71962  137.9 1.4 8，7 112.8 7.5 137，4 1.5 8，7 
北中島村 6，095 232.7 18.5 23.1 商百済村 I2，95 61 134，2 40.1 11.0 5，584 228.4 19.0 27.5 61 133.2 38.2 11.7 
歌島村 683， 239 193.0 57.8 25.0 依羅村 3，160 131.9 95.3 13.4 168 189.4 58.3 27，2 3，639 134，9 95.6 13，8 
7，8 福 村 z2:570 66 O 8 4-4長居村 2，64581957-9 
7401 6，31 0，81 4 ， 311~ ，p "1 2.7851 80，01 59.61 8.0 
川北村 1711 76，21 151.21 8.呂敷津村 8311 230，31 185.81 12，9 
西成郡|22;箆Ii関7.6 山田2 成刊誌i:mi:吋1矧 6凶
量測4詮剛|相叶1溜吋6 醐m李iト町1z吋副肌吋 1サ司 1





3町 大1限府内務部「大限市E其附近ユ於ケル小作争議解決事羽J1934年， 29ベー ジ。
















































|総戸数l自 作 l小 作 i自作兼小作i専 業兼
1914年 8，723 4，703 2，205 5，383 
'19 8，277 1，541 4，887 1，849 4，926 
'24 7，117 1，177 4，748 1，192 3，951 
'29 5，5日D 1，003 3，738 759 3，694 
'33 4，880 998 2，999 8B3 
'34 4，552 828 814 2，865 











40) 山崎隆三，大正期都市周辺における地主制， I経由学雑誌」揮70巻第5・6号， 1971年6月。
41) I大阪朝日新聞J191B年4月26日付。また， 同'却年 7月10日付では「府下に於ける土地所有
の詞宜をみれば.田畑50町歩以上申所命者総数22名にし C100町歩以上の所有者は8名にLて是
等の大地主中自家に於て耕農に従事し居るものは極めて少し」と報ぜられている。























地ノ価格ヲ高メント^ 'レ準備了{乍J (大阪府内務部前掲書， 14へ ジ〉となっていたn そのた
め，地主の土地直還要求が強まり，府下で土地返還をめぐる小作争議が急増した〈大阪府農地部
農地課「大阪府農地改革史J1952年I 231へ一的 271-272ペー ジ，参照〉。
44) i大阪朝日新聞J1919年5月30日付。































過程を分析している(].u'Conner， The Fiscal Crisis of the State， 197主 pp.125←129，池上
博横尾邦夫監訳「現代国家D財政危機J1981年， 150-155へージ〕。
47) 柴田徳商前掲書， 164へージ。
第二次世界大戦前における大阪の都市形成過程 (101) 101 
的に検討することによって，大阪の都市形成と都市計画との関係およびその特
質を解明することとした¥'0 
(1984. 7. 4) 
